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言語横断的な依存構造記述である Universal Dependencies は，ニューラルネットを用いた言語解析ツール等に
採用されており，言語をまたいだ係り受け解析に非常に有用である．しかしながら，Universal Dependencies に
もとづくコーパスの開発は，各言語ごとに独立しておこなわれており，そこでは各言語固有の事情が優先されて
いる，というのも，また事実である．では，各言語固有の事情によって，各言語の Universal Dependencies は，
どの程度バラバラになってしまっているのか．本稿では，古典中国語 UD・近代日本語 UD・近代英語 UD によ
る『大學』平行コーパスを作成した上で，その差異について述べる．
Universal Dependencies Parallel Corpora on
Classical Chinese, Modern Japanese, and Modern English
Koichi Yasuoka (Kyoto University)
Universal Dependencies Treebank is a cross-linguistic project to annotate Parts-of-Speech and dependency relations
universally. The same 17 universal Part-of-Speech tags and 37 universal dependency-relation tags are used for the
annotation universally across all languages. However, in fact, each UD treebank is developed by each developer of each
language, reflecting “not-universal” treatments of the language. In this paper, we reveal the difference among Classical


















し，筆者らが製作した UD Classical Chinese-Kyoto 四








べく，本稿では，多言語平行コーパス [5] を，UD で
試作した．具体的には，漢籍の翻訳文を UD 化し，そ
れらの間の比較をおこなうものであり，手始めに『大









文 [6] を原テキストとして，旧仮名口語 UniDic [7]
と MeCab 0.996 [8] で形態素解析をおこない，UD
Japanese-Modern [9, 10] にもとづいて品詞を変換し，
UDPipe 1.2.0 [11] の japanese-gsd-ud-2.4 モデルで係
「人文科学とコンピュータシンポジウム」 2019年12月








































































































































































































































































































































































図 1: 「是故君子有大道必忠信以得之驕泰以失之」の漢日英 UD 平行コーパス
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り受け解析をおこなった後に，解析ミスなどに対す
る修正a)を手作業で施した．
近代英語 UD については，James Legge の英訳 [14]










や一部の名詞を除いて，1 文字を 1 語としている．日
本語 UD では，短単位 [16] を 1 語とみなしている





おいては 2 語，近代日本語 UD においては 1 語とみな
される．これに対応する「self-devotion and sincerity」
は，近代英語 UD においては 5 語である (図 1)．語境
界が対応せず，したがって，語そのものも 1 対 1 に
は対応しない．
『大學』平行コーパスにおける単語数 (句読点を含
む) は，古典中国語 UD が 1729，近代日本語 UD が
2709，近代英語 UD が 3682 となっている (表 1)．近
代日本語 UD の単語数が，古典中国語 UD より増え
ているのは，日本語固有の助詞や助動詞 (表 1 の ADP
や AUX) が増えているためだと考えられる．また，こ
れらに比べ，近代英語 UD における単語数がさらに









した解析ツール UniDic2UD は，python モジュールの形でパッケー
ジ化をおこない，https://pypi.org/project/unidic2ud
で公開した．
表 1: 漢日英 UD『大學』平行コーパスの品詞分布
漢 日 英
ADJ - 88 196
ADP 28 567 302
ADV 125 53 153
AUX 33 198 301
CCONJ 55 86 117
DET - 88 343
INTJ 3 2 4
NOUN 457 586 575
NUM 15 12 11
PART 154 10 118
PRON 159 71 408
PROPN 18 24 61
PUNCT - 353 587
SCONJ 28 98 60
SYM - - -
VERB 654 473 446
X - - -





とえば「終に」は，1 語 (ついに) の場合には ADV と
みなされるが，「終」「に」の 2 語 (おわりに) の場合















局，UD Classical Chinese-Kyoto 四書コーパス [4] においては，連
体修飾や連用修飾をおこなう動詞は VERB のままとなったが，




















































































































































































































































































































図 2: 「子曰聽訟吾猶人也必也使無訟乎」の漢日英 UD 平行コーパス
たとえば，古典中国語 UD における「大道」は，「大」
が VERB，「道」が NOUN である．これに対応する
「a great course」は，近代英語 UD においては，「a」
が DET(冠詞・連体詞)，「great」が ADJ，「course」が
NOUN である．近代日本語 UD においては，「大道」
は 1 語とみなされ，NOUN である (図 1)．
あるいは「吾猶人也」の「猶」は，古典中国語 UD
においては VERB である．これに対し，近代日本語
UD においては，「猶ほ」は ADV，「ごとし」は AUX(助
動詞) である．近代英語 UD においては，「am like」の
「am」は AUX c)，「like」は ADP である (図 2)．
この結果，『大學』平行コーパスでは，近代英語 UD
における ADJ 数と VERB 数の合計は，古典中国語
c)近代英語 UD『大學』コーパスでは，214 ある「be」動詞のう
ち，AUX が 194 で，VERB はわずか 20 である．コピュラ文や受
動文での「be」は，AUX とみなされることに注意が必要である．
UD の VERB 数に少しだけ足りない (表 1)．近代日
本語 UD における ADJ 数と VERB 数の合計は，さ
らに少なくなっている．
古典中国語 UD における「是」は PRON(代名詞)
だが，近代英語 UD における「this」は，体言を修飾
している場合は DET，そうでない場合は PRON で
ある．近代日本語 UD においては，「この」と読むな
らば DET，「これ」と読むならば PRON とみなして
いる．
この結果，『大學』平行コーパスでは，近代日本語
UD における DET 数と PRON 数の合計は，古典中国
語 UD の PRON 数と一致している (表 1)．一方，近
代英語 UD の DET は冠詞を含んでおり，PRON は
関係代名詞などを含んでいることから，いずれも大
幅に増加している．
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表 2: 漢日英 UD『大學』平行コーパスの係り受け分布
漢 日 英
acl 42 86 19
acl:relcl - - 52
advcl 28 260 102
advmod 173 95 183
amod 33 - 107
appos - - 10
aux 33 188 110
aux:pass - - 90
case 68 546 290
cc 47 0 117
ccomp 56 39 48
clf 3 - -
compound 8 9 20
compound:prt - - 13
compound:redup 9 - -
conj 71 - 112
cop 5 10 97
csubj 27 22 13
csubj:pass - - 1
dep - - -
det 65 67 334
det:predet - - 7
discourse 8 5 4
discourse:sp 56 - -
dislocated 1 8 0
expl 9 - 23
fixed 12 0 2
flat 12 - 2
flat:vv 19 - -
goeswith - - -
iobj 7 7 5
list 0 - 0
mark 31 171 143
nmod 44 29 114
nmod:npmod - - 2
nmod:poss - - 104
nsubj 224 222 274
nsubj:pass 0 - 77
nummod 15 12 9
obj 249 189 185
obl 19 197 158
obl:lmod 22 - -
obl:tmod 22 - -
orphan 0 - 2
parataxis 16 67 26
punct - 353 587
reparandum - - -
root 293 126 173
vocative 1 1 1
xcomp 1 - 66
合計 1729 2709 3682
2.3 係り受けの差異
漢日英『大學』平行コーパスにおける係り受けタ
グ 50 種類 (言語固有タグ 13 種類を含む) の分布を，
表 2 に示す．各単語には，係り受けリンクが 1 本ず
つ入っていることから，係り受け数の合計は，単語
数の合計 (表 1) に等しくなる．
nsubj(主語) と obj(目的語) は，漢日英で係り受け
数の差があり，しかも，その内容が非常に異なって
いる．たとえば，図 1 の「君子有大道」においては，
古典中国語 UD では「君子」が nsubj，「大道」が obj




nsubj，「之」が obj であり，近代日本語 UD でも同様
だが，近代英語 UD では「pride and extravagance」も
「it」も前置詞を伴って obl(斜格補語) となっており，
さらに「he」が nsubj として追加されている．あるい
は，図 3 の「詩云」においては，古典中国語 UD では
「詩」は nsubj だが，近代日本語 UD では「詩」は obl
となっている．近代英語 UD でも「the Book of Poetry」




典中国語 UD では，「師」から「尹」へ flat(並列) を繫
いでおり，名詞「師」が固有名詞「尹」の称号だと
d)日本語 UD では，「象は鼻が長い」という例文 [10] に対し，「鼻」








のは discourse:sp(談話要素 [文助詞]) である．古典
中国語の動賓終構造 (predicate-object-final structure)
において，「終」にあたる構造を記述するために導入








を conj(接続) で繫いでおり，近代日本語 UD では「驕




赫」も 1 語であり，近代英語 UD では対応する要素
が文全体に訳し込まれているようである．
近代英語 UD の係り受けタグのうち，特徴的なの
は nmod:poss(体言による連体修飾語 [所有]) であ
る．代名詞の所有格において，det(決定詞) を使用
せず，あえて nmod:poss にしており，図 3 の「its
rugged masses」の「its」が典型例である．その一方
「人文科学とコンピュータシンポジウム」 2019年12月
























































































































































































































































































































































































































図 3: 「詩云節彼南山維石巖巖赫赫師尹民具爾瞻」の漢日英 UD 平行コーパス
The Computers and the Humanities Symposium, Dec. 2019
©2019 Information Processing Society of Japan－ 48 －
で，「all」や「such」による連体修飾は，det を拡張し










近代日本語 UD に反映されている．あるいは James
Legge は，これを 2 文に分割しており，それが近代
英語 UD に反映されている．
近代英語 UD には引用符が含まれており，これが文
境界を，さらに複雑にしている．図 2 の「The Master
said, ‘ In hearing litigations, I am like any other body.
What is neccessary is to cause the people to have no
litigations ?’」e)では，StanfordNLP の en ewt モデルは
引用符内のピリオドを文境界とみなし，なおかつ，引
用の前半を「The master said,」とくっつけてしまう．
結果として，これを近代英語 UD は 2 文とみなして
いる．一方で，古典中国語 UD は「子曰聽訟吾猶人
也必也使無訟乎」を 3 つの文に分割しており，近代
日本語 UD は 1 文にまとめている．
あるいは，図 3 の例では，近代英語 UD と近代日
本語 UD は 2 文，古典中国語 UD は 3 文である．こ
の結果，漢日英『大學』平行コーパスにおいては，古
典中国語 UD での文の数は 293，近代日本語 UD での
文の数は 126，近代英語 UD での文の数は 173 となっ














ており，さらに，旧仮名口語 UniDic と UD Japanese-
















Universal Dependencies は本当に Universal なのか，
という問いに対しては，現状では否と答えざるを得
ない．古典中国語 UD と近代日本語 UD と近代英語
UD を比較してみただけでも，様々なレベルでの差
異があり，しかも，これらの差異が埋まることは無












スを，表 3 の URL で公開している．是非ダウンロー
ドして，比較してみてほしい．
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